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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
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司

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
は
平
素
よ
り
格
段

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
心
か
ら
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
内
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
で
、

円
安
・
株
高
へ
展
開
し
、
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

前
の
景
気
に
戻
っ
た
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
決
定
し
、
景
気
浮
揚

を
後
押
し
し
て
い
る
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
は
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
う
け
一
時
的
に
マ
イ
ナ
ス
経
済
成
長
に
な
る
と
の

予
測
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
団
塊
世
代
が
完
全
に
生
産

者
層
か
ら
年
金
受
給
者
層
に
移
向
す
る
こ
と
か
ら
人

手
不
足
は
、
資
材
不
足
と
相
伴
っ
て
公
共
工
事
の
入

札
不
調
や
工
事
の
遅
れ
な
ど
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
一
昨
年
か
ら
の
国
内
を
二
分
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

問
題
に
お
い
て
は
、
本
年
に
持
ち
越
さ
れ
、
日
本
の

農
産
物
と
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
輸
入
問
題
は
膠
着
状

態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
当
初

か
ら
農
産
物
だ
け
で
な
く
、
市
場
ア
ク
セ
ス
・
環

境
・
知
的
財
産
、
そ
し
て
医
療
・
教
育
・
文
化
・
慣

習
ま
で
及
ぶ
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
政

府
が
継
続
し
て
強
固
な
姿
勢
で
対
応
、
交
渉
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、

日
本
農
業
の
大
き
な
問
題
は
、
米
の
減
反
政
策
が

２
０
１
８
年
度
を
め
ど
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

続
い
て
当
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
の
こ
と
で
す
が
、
昨
年

の
野
菜
部
門
に
お
い
て
は
、
天
候
に
大
き
く
左
右
さ

れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
豆
関
係
に
お
い
て

は
厳
し
い
冬
か
ら
一
転
し
二
月
下
旬
の
急
激
な
気
温

上
昇
に
よ
り
成
育
が
一
挙
に
進
み
、
想
定
を
は
る
か

に
超
え
る
生
産
量
と
な
り
、
滞
貨
も
発
生
す
る
な
ど

価
格
下
落
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

本
年
に
お
い
て
は
、
ソ
ラ
マ
メ
選
果
機
の
改
修
を

行
い
昨
年
よ
り
選
果
処
理
能
力
の
ア
ッ
プ
が
図
れ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

お
茶
に
お
い
て
は
、
リ
ー
フ
茶
の
消
費
減
退
と
い

う
問
題
が
あ
る
中
、
桜
島
の
降
灰
に
よ
る
品
質
の
低

下
や
除
去
機
導
入
に
よ
る
経
費
の
ア
ッ
プ
、
除
去
作

業
の
負
担
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
降
灰
対
策
事
業

の
拡
充
に
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

畜
産
事
業
に
お
い
て
は
、
繁
殖
農
家
の
高
齢
化
に

よ
り
経
営
中
止
が
増
え
、
繁
殖
牛
の
減
少
が
進
ん
で

お
り
、
子
牛
価
格
が
記
録
的
な
高
値
基
調
に
あ
り
、

肥
育
農
家
は
、
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
も
相
伴
っ
て

経
営
の
悪
化
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
経
営
安
定

対
策
事
業
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
四
月
か
ら
の
税
制
改
革
に
伴
う
消
費

税
導
入
８
％
そ
し
て
来
年
十
月
か
ら
10
％
へ
の
増
税

は
、
農
産
物
に
と
っ
て
は
卸
売
市
場
取
引
が
多
く
、

商
品
へ
の
消
費
税
分
の
転
嫁
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
来
年
十
月
か
ら
の
食
料
品
の
軽
減
税
率
の

実
施
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
農
協
経
営
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

正
組
合
員
の
減
少
は
勿
論
の
こ
と
地
域
人
口
の
減

少
・
老
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
農
協
の
事
業
展
開
に

変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
正
組
合
員
を

中
心
と
し
た
事
業
展
開
を
柱
と
す
る
も
の
の
准
組
合

員
の
利
用
増
大
を
目
指
す
事
業
展
開
が
地
域
の
核
と

し
て
の
責
任
を
果
た
す
も
の
と
考
え
ま
す
。
昨
年
十

月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
カ
ー
ド
は
、
そ
の
一

つ
で
あ
り
、
組
合
員
加
入
を
し
、
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
施
設
等
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
経
営
の
判
断
の
重
要
指
数
で
あ
る
自

己
資
本
比
率
の
維
持
に
つ
い
て
は
出
資
金
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
と
事
業
収
益
に
よ
る
内
部
留

保
の
確
保
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
、
政
府
で
は
、
産
業
競
争
力
会
議
や
規

制
改
革
会
議
が
開
催
さ
れ
、
産
業
構
造
の
改
革
を
議

論
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
農
業
・
農
政
を

ひ
っ
く
り
返
す
ぐ
ら
い
の
意
見
が
出
て
い
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
農
協
に
お
い
て
は
、
信
用
・

共
済
部
門
と
営
農
経
済
部
門
の
分
離
等
組
織
の
あ

り
方
を
目
的
と
し
た
討
議
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
地
域
の
農
業
・
農
業
者
を
営
農
の
面
だ
け
で
な

く
、
金
融
・
生
活
の
面
か
ら
も
支
援
し
、
組
合
員
・

地
域
住
民
と
と
も
に
生
き
て
い
る
農
協
で
す
。
今
後

は
老
令
化
が
進
む
中
、
農
家
組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
の
活
動

も
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
は
、
今
後
も
こ
の
動
向
に
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
農
業
・
農
協
の
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
の
経
営
の
理
念
と
方

針
を
念
頭
に
お
き
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
組
合

員
・
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
べ
く
事

業
の
遂
行
と
健
全
経
営
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
更
な
る
お
引
き
立
て

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事組合長
西 村 　仁

管理・経済担当常務
松元　孝也

信用担当常務
西迫　忠憲

常勤監事
田 中 　博
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　第28回いぶすき産業まつり（主催いぶすき産業まつり実行委員会）が12月７日・８日の２日間、指
宿市のサンシティホールいぶすき及び周辺で開催され、大勢の来場者で賑わいました。JAも青年部・
女性部・役職員が多数参加し、品評会出品農産物の即売、指宿産牛肉の試食・販売、やきいも・うど
ん・お茶・観葉植物などの販売を行い、祭りを盛り上げました。開会式では産業功労者・農産物品評
会の表彰も行われました。

（敬称略）
○産業功労者（農業部門）
　井川　伊勢治　　　大川　正昭
○優良団体（農業部門）
　ＪＡいぶすき山川野菜部会（代表）西山　　茂
　きらめきべっぴんネット　（代表）鶴田　京子
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
11
月
29

日
、
管
内
６
ヶ
所
の
購
買
店

舗
、
３
ヶ
所
の
配
送
セ
ン
タ
ー

を
対
象
に
、
購
買
店
舗
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
全
農
・
県
経
済
連
・

Ｊ
Ａ
の
審
査
員
６
人
が
店
舗
内

の
演
出
・
見
や
す
さ
・
こ
だ
わ

り
・
倉
庫
内
の
整
理
整
頓
な
ど

11
項
目
・
合
計
55
点
で
審
査
を

行
い
、
担
当
職
員
は
こ
の
日
の

た
め
に
事
前
研
修
会
を
受
け
、

準
備
を
進
め
、
腕
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
指
宿

市
山
川
地
区
の
小
川
購
買
店
舗
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
担
当
職
員

の
川
迫
百
合
子
さ
ん
は
「
お
客
様
目
線
で
、
商
品
が
手
に
取
り
易
い

よ
う
に
心
掛
け
た
。
今
後
も
コ
ン
テ
ス
ト
だ
か
ら
で
は
な
く
、
日
頃

の
整
理
整
頓
を
大
切
に
し
た
い
。
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
店
舗
の
活

性
化
、
販
売
力
の
強
化
と
供
給
高
の
ア
ッ
プ
を
図
る
事
を
目
的
と
し

て
開
い
て
い
ま
す
。
上
位
３
店
舗
・
配
送
セ
ン
タ
ー
は
12
月
30
日
の

本
所
仕
事
納
め
式
で
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

（
上
位
入
賞
は
以
下
の
通
り
で
す
。
）

　

・
最
優
秀
賞　

小
川
購
買
店
舗
（
山
川
地
区
）

　

・
優
秀
賞　

え
い
中
央
支
所
購
買
店
舗
（
え
い
地
区
）

　

・
努
力
賞　

東
部
配
送
セ
ン
タ
ー
（
指
宿
地
区
）

Ｊ
Ａ
え
い
さ
つ
ま
い
も

専
門
部
会
は
、
11
月
上
旬

に
交
流
給
食
に
使
う
「
え

い
も
ち
ゃ
ん
」（
品
種
ベ
ニ

サ
ツ
マ
）
４
㌧
を
北
九
州

市
内
の
小
学
校
に
出
荷
し
、

生
徒
か
ら
の
感
謝
の
手
紙

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

同
交
流
給
食
は
、
同
じ

「
九
州
」
が
つ
く
市
と
い
う

縁
で
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
北
九
州
市
と
地
元
の

食
材
を
お
互
い
に
交
換
し
、

北
九
州
市
産
タ
ケ
ノ
コ
を

使
っ
た
「
筑
前
煮
」、
南

九
州
市
産
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
「
さ
つ
ま
汁
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
給
食
と
し
て
出
さ
れ
、

「
え
い
も
ち
ゃ
ん
」
は
さ
つ
ま
汁
の
具
材
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

え
い
も
ち
ゃ
ん
を
使
っ
た
さ
つ
ま
汁
を
食
べ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
手
紙
に
は
「
ホ
ク
ホ
ク
し
て
、
甘
か
っ
た
。」、「
今
ま
で
食
べ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
で
一
番
お
い
し
か
っ
た
、
ま
た
食
べ
た
い
。」
な
ど
の
感
想

と
共
に
生
産
者
へ
、「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
手
紙
を
受
け
取
っ
た
尾
曲
宰
え
い
さ
つ
ま
い
も
専
門
部
会
長
は

「
栽
培
に
は
苦
労
す
る
こ
と
も
多
い
が
、
子
供
た
ち
か
ら
の
手
紙
を
読

ん
で
改
め
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

購
買
店
舗
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

北
九
州
市
の
小
学
生
に
「
え
い
も
ち
ゃ
ん
」
大
人
気

優勝した山川地区小川購買店舗のディスプレイと担当職員

届いた手紙に喜ぶ尾曲部会長
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２
０
１
３
年
度
第
３
回
Ｊ
Ａ
肉
牛
枝
肉
共
進
会

２
０
１
３
年
度
第
３
回
Ｊ
Ａ
肉
牛
枝
肉
共
進
会

２
０
１
３
年
度
第
３
回
Ｊ
Ａ
肉
牛
枝
肉
共
進
会

　

Ｊ
Ａ
は
、
南
九
州
市
の
㈱
Ｊ

Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工
場
で

２
０
１
３
年
度
第
３
回
Ｊ
Ａ
肉

牛
枝
肉
共
進
会
・
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら
和

牛
去
勢
31
頭
、
雌
10
頭
の
計
41

頭
を
出
品
が
あ
り
、
平
均
枝
肉

重
量
は
４
９
３
・
１
㌔
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
64
・
８
平
方
㌢
、
ば
ら

の
厚
さ
７
．８
㌢
、皮
下
脂
肪
２
・

８
㌢
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
社
）
日
本
食
肉
格
付
協
会
の

中
村
賢
二
所
長
は
「
枝
肉
重
量
が
大
き
い
枝
肉
が
多
く
、
ロ
ー
ス
芯
の

大
き
い
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

鹿
児
島
県
肉
用
牛
改
良
研
究
所
の
上
村
利
久
室
長
が
「
肉
用
牛
改
良
の

現
状
と
県
有
種
雄
牛
の
活
用
」
に
つ
い
て
研
修
会
を
行
い
、
参
加
者
は

肉
用
牛
肥
育
経
営
の
一
層
の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
熱
心
に
聴
講
し
て

い
ま
し
た
。

　

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

一
席　

㈲
畠
久
保
牧
場
（
指
宿
地
区
）

　

二
席　

和
田
く
み
子

（
頴
娃
地
区
）

　

三
席　

㈲
大
川
畜
産

（
山
川
地
区
）

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞　

高
田
浩
文（
頴
娃
地
区
）

山
川
え
ん
ど
う
部
会
出
荷
説
明
会

山
川
え
ん
ど
う
部
会
出
荷
説
明
会

山
川
え
ん
ど
う
部
会
出
荷
説
明
会

　

Ｊ
Ａ
は
12
月
６
日
、

指
宿
市
山
川
の
Ｊ
Ａ

集
荷
場
で
実
え
ん
ど

う
、
ス
ナ
ッ
プ
え
ん

ど
う
の
出
荷
説
明
、

目
揃
い
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
生
産
者
約

１
３
０
名
が
参
加
し
、

出
荷
規
格
、
集
荷

要
領
に
つ
い
て
確
認

を
し
ま
し
た
。
今
年

は
９
月
上
旬
か
ら
種

ま
き
を
始
め
、
９
月

下
旬
〜
10
月
上
旬
が

ピ
ー
ク
と
な
り
ま
し

た
が
、
相
次
ぐ
大
型
台
風
の
接
近
な
ど
、
生
育
、
管
理
作
業
が
遅
れ
、

出
荷
も
例
年
に
比
べ
弱
冠
遅
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
出
荷
量
も
順
調
に

増
え
て
い
ま
す
。
西
山
昭
二
え
ん
ど
う
専
門
部
会
長
は
「
今
年
は
害
虫

の
発
生
が
多
く
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
苦
労
し
て
い
る
と
思
う
が
、
現

在
も
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
多
く
、
吸
汁
痕
の
被
害
が
あ
る
。
生
産
者

全
員
で
、一
定
し
た
品
質
で
の
出
荷
を
心
掛
け
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
管
内
全
体
で
実
え
ん
ど
う
17
・
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
３
０
４
ト

ン
、
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
84
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
１
１
７
７
ト
ン
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

一席を受賞した㈲畠久保牧場の皆様

出荷規格などについて確認する生産者
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ＪＡいぶすき山川管内のそらまめは、例年
通り９月上旬より植付が始まりました。９，
10月の高温、乾燥により、収穫時期が遅れて
いましたが、12月中旬に入り、出荷が出そろっ
てきました。そらまめ部会では12月18日に出
荷説明会を開催しました。西山部会長は「本
年は台風等から作業が遅れ、害虫の発生も多
くて大変だったと思いますが、これから本番
です。体調に気をつけて作業をして下さい。」
と話しました。

ＪＡいぶすき山川オクラ部会は12月13日、南九
州市頴娃町で部会販売額１億５千万円突破記念大
会・栽培講習会を開催しました。部会員・ＪＡ役
職員など約60名が出席し、ＪＡが2013年度、面積
17ヘクタール・栽培者数138名・数量231トン・金
額１億5907万円の実績を報告。出席者全員で祝い
ました。栽培講習会も開き、栽培概要の要点につ
いて確認しました。2014年度は、面積18ヘクター
ル・数量270トン・金額１億8900万円を目標に取
り組みます。

ＪＡは12月６・７日の２日間、指宿市のエ
ディオン鹿児島指宿店で電化ショーを開催しま
した。10月にエディオン鹿児島指宿店が新装
オープンしてから今回が初めての電化ショーと
なり、２日間で1060人の来場者が訪れ、730万円
の売り上げとなりました。電化製品以外にも屋
外テントで農産物・ガス器具など展示即売会も
行われました。ご来場いただきまして誠にあり
がとうございました。

ＪＡ青年部指宿支部は12月24日、いつも利用
しているＪＡ支所へ１年間の感謝の気持ちを込
めて、門松づくりを行いました。毎年恒例となっ
ている青年部員による門松づくりですが、本年
は17名の部員が参加し、指宿地区の中部・南部・
新西方支所・池田購買店舗・東部配送センター
の合計５ヶ所に設置しました。
前原祐樹青年部指宿支部長は「時間はかかっ

たが、今年は指宿地区の全支所に設置出来て良
かった。こういった活動を通して部員同士、ま
たＪＡとの交流を一層深めたい。」と話しました。

説明を受ける生産者

挨拶をする南耕太郎部会長

エディオンで初めて開催した電化ショー

南部支所に設置された門松とＪＡ青年部員・職員

そらまめ出荷説明会

山川オクラ部会販売額
1億5千万円突破大会・栽培講習会

冬季ふれあい電化ショー開催

青年部がJAに門松を設置
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女
性
部
お
正
月
料
理
教
室

女
性
部
お
正
月
料
理
教
室

女
性
部
お
正
月
料
理
教
室

　
Ｊ
Ａ
山
川
地
区
女
性
部
は
12
月
５
日
、
指
宿
市
山

川
の
小
川
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
お
正
月
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
女
性
部
員
・
Ｊ
Ａ
職
員
11
名
が
参

加
、
家
庭
雑
誌
「
家
の
光
」
を
参
考
に
、
お
餅
の
ピ

ザ
・
な
ま
す
入
り
生
春
巻
き
・
鶏
ひ
き
肉
だ
ん
ご
と

白
菜
の
ス
ー
プ
な
ど
７
品
の
メ
ニ
ュ
ー
を
調
理
し
、

試
食
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
と
て
も
お
い
し
く
作

る
こ
と
が
出
来
た
。
お
正
月
料
理
の
参
考
に
し
た
い

で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

調理の様子

お餅のピザ

なます入り生春巻きなます入り生春巻き

お餅のピザ
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ＪＡ共済連鹿児島と県内ＪＡは12月７日、鹿児島市
のＪＡ県会館大ホールで第57回書道コンクール・第41
回交通安全ポスターコンクールの表彰式を開催し、県
内の小中学校・学校関係者など約300人が出席しまし
た。2013年度、書道の部に658校・35716点、交通安全
ポスターの部に279校・3011点の応募があり、特別賞
20人、金賞27人、学校賞11校を表彰しました。ＪＡい
ぶすき管内の小中学校からも多数の応募があり、ポス
ターコンクールの部で青戸小学校４年生の中川路 貴要
（なかかわじ　きいる）さんが県交通安全協会賞を、
書道の部で徳光小学校４年生の坂元 里菜（さかもと りな）さ
んが金賞を受賞しました。ＪＡ管内の主な受賞者は以下のとお
りです。（敬称略）

（書道の部）
　○金賞　坂元 里菜

（交通安全ポスターの部）
　○特別賞（県交通安全協会賞）　中川路 貴要
　○学校賞　大成小学校

県交通安全協会賞を受賞した中川路さん
（写真中央左）

県交通安全協会賞　中川路　貴要 金　賞
徳光小学校４年生　坂元　里菜

2013年度

第41回　交通安全ポスターコンクール受賞者

第57回書道コンクール受賞者

表彰式
ＪＡ共済連鹿児島と県内ＪＡは12月７日、鹿児島市

表彰式表彰式JA共済小・中学生　第57回書道コンクール
第41回交通安全ポスターコンクール

県交通安全協会賞　中川路　貴要 金　賞
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2013年度「年末年始の交通事故防止運動」
が12月10日から来年の１月10日まで展開され
ました。当JAでも12月13日、指宿市山川の
JA本所前で交通安全街頭キャンペーンを実
施しました。共済部職員など30名が指宿警察
署の協力を得て、ドライバーにペットボトル
入り「えい茶」とJA共済交通安全グッズを
渡し、安全運転を呼び掛けました。毎年この
時期に行っており、この活動で少しでも事故
が減ってくれればと考えております。

ＪＡは12月12日、鹿児島市の喜入八幡温泉
保養館で喜入野菜部会研修会を開催しました。
部会員・ＪＡ役職員など100名が参加し、地
区の野菜販売生産推移や秋冬野菜栽培の取り
組みについて確認を行い、研修会では、農薬
の使用方法や効果的な防除方法などについて
研修を受けました。参加者は「産地や自分自
身を守るためにも適正な使用方法を守り、安
心・安全な農作物を出荷していきたい。」と
話しました。

指宿市立指宿小学校は、３年生の児童47人
が社会科で学んでいる「農家の仕事」の一環
として、地元農家を講師として招き、授業を
行いました。指宿市西方の集落営農、中川農
援会を代表して、前川信男さん（48）が地元
特産品である豆類、さつまいも、畜産などに
ついてクイズを交えて約１時間の授業を行い
ました。前川さんは「生産者の立場から子ど
もたちに、地元特産品のすばらしさや食の正
しい情報を伝えたかった。今後も活動を続け
ることが大切。」と話しました。

JA 年金友の会山川支部は12月12日、指宿
市山川の長崎鼻イベントパークでカントリー
ゲートボール大会を開催し、134名、26チー
ムが参加しました。白熱した試合の結果は以
下の通りとなっております。皆様のご参加、
誠にありがとうございました。
　○上位成績（敬称略）
　優　勝　コスモスチーム
　準優勝　花水木チーム
　３　位　福元あじさいチーム

安全運転を呼び掛ける西村組合長

生産者から食の大切さについて学ぶ児童

優勝したコスモスチーム

交通安全街頭キャンペーン

喜入野菜部会研修会

児童が地元農家から食の大切さを学ぶ

年金友の会カントリーゲートボール大会

農薬の適正使用などについて確認した研修会
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各地区毎の農機具点検会の日程は下記の通りです。

開聞農機具センター
平成２６年１月１５日（水）～１７日（金）　３日間

ＴＥＬ０９９３－３２－３１３３

えい農機具センター
平成２６年１月２７日（月）～３１日（金）　５日間

ＴＥＬ０９９３－３８－２９９５

指宿農機具センター
平成２６年１月２２日（水）～２４日（金）　３日間

ＴＥＬ０９９３－２２－４５５０

山川農機具センター
平成２６年１月２０日（月）～２４日（金）　５日間

ＴＥＬ０９９３－３５－３０１１

農業機械整備点検会の
お知らせ

組合員・利用者の
皆様へ！

※　点検の結果、不具合等により部品交換が必要な

　場合は、「部品代」「交換手数料」が必要になります。

　点検時に、担当者よりご案内いたします。

　現在、ご使用中のトラクター・動墳等の調子はいかがですか
農作業中の故障トラブルが増えています。
　ＪＡが整備点検会を実施しますので、この機会
にお気軽にお持ちください。



（
平
成
25
年
11
月
１
日
〜

平
成
25
年
11
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

　
　
【
喜
入
】
　

前　

原　

浪　

子　

（
85
）

坂　

上　

幸　

雄　

（
86
）

住　

吉　

紀
代
子　

（
63
）

鈴　

東　

ナ
ル
ミ　

（
85
）

　
　
　

【
指
宿
】
　

馬　

場　

義　

昭　

（
77
）

大　

迫　

ミ　

カ　

（
99
）

松　

下　

賢　

二　

（
73
）

川　

路　

秀　

雄　

（
72
）

坂　

元　

し
げ
子　

（
65
）

久　

保　

レ　

イ　

（
87
）

吉　

山　

フ
ヂ
エ　

（
94
）

喜　

多　

德　

松　

（
88
）

宮　

原　

道　

子　

（
84
）

　
　

【
山
川
】
　

南　
　
　

清　

孝　

（
84
）

田　

中　

サ
キ
子　

（
93
）

白　

石　
　
　

弘　

（
88
）

和　

田　

ツ
ヤ
子　

（
80
）

木
下　

ス
エ
マ
ツ　

（
95
）

上　

薗　
　
　

優　

（
82
）

南　
　
　

ノ　

キ　

（
101
）

射
場
山　

岩　

男　

（
65
）

樋
渡　

イ
セ
マ
ツ　

（
96
）

篠　

原　

フ
ミ
子　

（
97
）

福　

島　

慶　

藏　

（
86
）

吉　

村　

ク
サ
エ　

（
80
）

　
　

【
開
聞
】
　

西　

元　

オ
サ
ヨ　

（
101
）

塩　

﨑　

ナ
ミ
子　

（
90
）

坂　

口　

良　

夫　

（
83
）

鎌　

田　

シ　

ツ　

（
89
）

下　

吉　

ヒ
ミ
子　

（
86
）

坂　

元　

ミ
キ
子　

（
83
）

　
　

【
頴
娃
】
　

西　

村　

壽　

子　

（
79
）

石　

田　

賀
奈
雄　

（
82
）

成　

元　

德　

盛　

（
87
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

表紙の写真
12月16日、県立山川高校で生徒・ＪＡ・えん
どう部会が一緒に育てた新系統の実えんどう
（鹿児島３号）の初収穫を行いました。生徒
は「収穫は初めてだったので難しかったが、
とても嬉しい。今後も管理をしっかり行いた
いです。」と喜んでいました。
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平
成
25
年
12
月
27
日
、
第
12
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○　

平
成
25
年
度
第
３
四
半
期
実
績
及
び
年
度
末

実
績
見
込
み
に
つ
い
て

○　

全
般
統
制
・
不
祥
事
未
然
防
止
行
動
計
画
の

評
価
項
目
一
覧
表
に
つ
い
て

○　

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本

方
針
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に

関
す
る
規
則
の
改
正（
案
）に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
仕
事
納
め
式
に
つ
い
て

・
仕
事
始
め
式
に
つ
い
て

・
年
末
年
始
の
業
務
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
年
末
・
26
年
年
始
の
連
合
会
業
務
に

つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
内
点
検
結
果
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

・
支
所
・
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化
（
１
月

分
）
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
出
資
金
増
資
運
動
（
第
２
回
目
）

の
実
績
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
日
本
農
業
新
聞
地
区
毎
普
及
実
績

表
に
つ
い
て

・
部
署
別
時
間
外
賃
金
の
報
告
に
つ
い
て

・
子
会
社
事
業
資
金
貸
付
要
領
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

他

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

一　

産
業
祭
ガ
ニ
ラ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

　
　

購
い
い
そ
い
そ
台
車
押
せ
り

川
畑　

信
子

二　

非
日
常
の
忘
年
会
の
帰
り
路
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
の

　
　

連
れ
に
合
わ
せ
る

吉
田　

知
佐
子

三　

秋
青
き
空
の
下
な
る
コ
ス
モ
ス
が

　
　

百
万
本
の
命
を
揺
ら
す

片
野
田　

道
子

四　

舞
台
に
立
つ
二
歳
の
孫
を
捜
し
当
て

　
　

笑
い
こ
み
あ
げ
拍
手
を
送
る

柚
木
﨑　

イ
ツ
子

五　

隣
り
家
は
増
築
す
る
ら
し
槌
音
の
ひ
び
き
て

　
　

寒
の
空
気
ひ
き
し
む

辰
野　

千
鶴
子

六　

ア
ジ
ェ
ン
ダ
、
戦
後
レ
ジ
ュ
ー
ム
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

政
治
家
達
よ
日
本
語
使
え

外
薗　

隆

七　

寄
り
合
え
ば
も
た
れ
て
和
む
溜
ま
り
場
に

　
　

風
が
連
れ
来
る
も
く
れ
ん
落
葉

吉
永　

多
美
子

八　

伊
予
柑
を
植
え
し
亡
き
夫
の
初
物
に

　
　

は
さ
み
入
れ
る
手
に
ず
っ
し
り
重
し

吉
元　

美
知
子

十
二
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
（
金
）　
丹
波
地
区
公
民
館

 

編
集
後
記

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

本
年
も
紙
面
の
充
実
に
精

一
杯
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
の
広
報
誌
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



JAいぶすき

2014.1
12


